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埼玉県下中学生における有機溶剤乱用に関する研究
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目的 本研究は，中学生における有機溶剤乱用の実態を把握し，乱用者に共通した生活背景を明

らかにした上で，有機溶剤乱用への“gateway drug”（ある薬物 A の使用がより依存性，毒

性の強い薬物 B の使用に結びつくという考え方）としての喫煙および飲酒を検討すること

を目的とした。

方法 埼玉県内 3 校の中学校の生徒を対象に，倫理面に配慮しながら，質問紙調査を無記名自記

式にて行い，計2,049人（有効回答率93.2％）から質問紙を回収した。有機溶剤乱用経験の

有無により，対象者を 2 群に分類し，常習的な喫煙・飲酒行動が有機溶剤乱用への“gate-
way drug”となっているかを検討するために，◯１有機溶剤と喫煙および飲酒との関連性，◯２

使用順序，◯３多変量解析による検討，の 3 つの側面から解析を行った。

結果 ◯１有機溶剤乱用経験率は，全体の1.1％であった。経験率は女子よりも男子の方が多く

（男子の1.9％，女子の0.3％），学年が上がるにつれて増加する傾向がみられた（1 年0.6％，

2 年0.8％，3 年2.1％）。◯２単変量解析において，有機溶剤乱用と喫煙および飲酒との間には

関連がみられた。◯３使用開始年齢不明者の者が多く，有機溶剤，喫煙，飲酒の使用順序を把

握することはできなかったので“gateway drug”仮説は検証できなかった。◯４多変量解析の

結果，有機溶剤乱用へのリスクを高める要因として，常習的な喫煙行動，家族から喫煙を勧

められた経験がある，夕食を一人で食べる頻度が高い，乱用現場を目撃した経験がある，友

人に乱用者がいる，などが挙げられた。◯５飲酒と有機溶剤乱用との関連は，多変量解析後に

はみられなくなった。

結論 中学生の間にも有機溶剤乱用は依然として広がっており，中学 1 年生においても乱用経験

者がみられることから，より早期での予防教育の必要性を再認識した。また，有機溶剤乱用

経験者は，仲間からの影響を強く受けていることや，家族とのコミュニケーションが乏しい

状態にあることが示唆され，「仲間からの誘いをいかに断るか」といったライフスキルトレー

ニングや家族関係を視野に入れた社会的心理的なケアの充実が今後有効であると考えられ

た。“gateway drug”仮説を検証するための有機溶剤・喫煙・飲酒の使用順序は明らかにで

きなかったものの，常習的な喫煙行動は，有機溶剤乱用と強く結び付いていると思われる。

一方，飲酒と有機溶剤乱用との関連は，喫煙が交絡因子になっていると予想され，飲酒単独

では“gateway drug”とはならないと示唆された。
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